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【1 年】 

題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

A

家
族
・
家
庭
生
活 

家庭分野 

ガイダンス 

■生活を見つめ、自立し

ともに支え合う生活に向

かって、家庭分野の学習

に取り組む。 

○小学校の学習を振り返

り、中学校での学習の目

的、内容を確認する。 

1 ・自分の成長と家族や家庭

生活との関わりについて

理解している。 

・家族や地域の人々と協

力・協働して家庭生活を営

む必要があることに気付

いている。 

 ・3 年間の家庭分野の授業

で自分が身につけたいこ

とや、知りたいことについ

て、課題の解決に主体的に

取り組もうとしている。 

1今の自分と

これから 

(p.18~21) 

 

2家庭のはた

らきと家庭

の仕事 

(p.22~25) 

 

3 様々な家

族・家庭  

(p.26~37) 

■自分の成長と家族や地

域の人々とのかかわり

と、自分自身について理

解する。 

○教科書の例を参考にこ

れまでの自分を支えてく

れた人を思い出す。 

2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家族とのかかわりについ

て解決策を構想し、実践を

評価・改善したりしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の成長は家族をはじ

め、多くの人に支えられ、

影響を受けてきたことに

ついて、課題の解決に主体

的に取り組もうとしてい

る。 

 

■家族・家庭の機能及び

それを支える仕事や社会

のしくみについて理解

し、家族関係について考

える。 

○家庭の機能を支える家

庭の仕事を誰が担ってい

るかに気づき、自分がで

きることを考える。 

○家族関係の様々なつな

がりを理解し、ロールプ

レイングなどを通して、

それぞれの立場について

考え、家族関係について

考える。 

・家庭には様々な活動があ

ることと、家庭の主な機能

について理解している。 

・自分や家族の生活は、家

庭の内外の活動によって

支えられていることを理

解している。 

・家庭生活を支える活動と

それを支える社会の仕事

やしくみの学習をとおし

て、家庭生活と社会のつな

がりを理解している。 

B

衣
食
住
の
生
活
（
食
生
活
） 

1人間にとっ

ての食事 

(p.90~95) 

 

■食事の役割について理

解し、毎日の食生活に関

心をもつ。 

○食事の役割について小

学校で学んだことをふり

返り、どのようなときの

食事が印象に残っている

かなど発表する。 

○食習慣について理解

し、健康な体づくりのた

めに気をつけなければな

ならないことについて考

える。 

○調理実習の基本を知

り、団子づくりをグルー

プで行い五感を使って試

食する。 

○調理の役割と食事の意

味についてグループで意

見交換する。 

2 ・健康な体づくりには「栄

養（食事）」「運動」「休養（睡

眠）の調和がとれているこ

とを理解している。 

・調理実習の基本を理解

し、調理によって食品が変

化することを実感を伴っ

て理解している。 

・自分の食生活を「栄養（食

事）」「運動」「休養（睡眠）」

からふり返ることについ

て、問題を見いだして課題

を設定している。 

・自分の食生活を調理や食

事と関連させて考え、工夫

している。 

・食事の役割について、問

題解決に向けて自分の体

験や一連の活動を振り返

って改善しようとしてい

る。 
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題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

B

衣
食
住
の
生
活
（
食
生
活
） 

2食品と栄養

素 

(p.96~105) 

■食品は食品群に分類さ

れること、その食品群の

五大栄養素との関係を理

解する。 

■五大栄養素の体内での

はたらきを理解する。 

○6 つの基礎食品群につ

いて理解する。 

○食品群と五大栄養素の

関係について理解し、食

品成分表の見方を知る。 

○教科書で食べ物が体内

でどのようになるかを確

認する。 

3 ・栄養素の種類と働きがわ

かり、食品の栄養的な特質

について理解している。 

 

 ・栄養素の種類とはたらき

について、課題の解決に主

体的に取り組もうとして

いる。 

3中学生に必

要な食事 

(p.106~115) 

■中学生に必要な栄養の

特徴を理解する。 

■1 回の食事を目で見て

栄養のバランスがとれて

いるか判断できるように

する。 

○食事摂取基準から中学

生に多く必要な栄養素を

見つけ出し、その理由を

考える。 

○1 回の食事を目で見て

栄養のバランスがとれて

いるか判断できるように

する。 
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・中学生の 1 日に必要な食

品の種類と概量について

理解している。 

・中学生の 1 日分の献立に

ついて問題を見いだして

課題を設定している。 

・中学生の 1 日分の献立に

ついて実践を評価したり、

改善したりしている。 

・中学生に必要な栄養素を

満たす食事について、課題

の解決に主体的に取り組

もうとしている。 

・中学生の 1 日分の献立に

ついて、課題解決に向けた

一連の活動を振り返って

改善しようとしている。 

4日常食の調

理と地域の

食文化 

(p.116~165) 

■調理の意義やおいしさ

と調理の関係について理

解する。 

○調理と「おいしさ」の

関係について意見を出し

合う。 

○5 つの基本の味を理解

し、うま味成分と相乗効

果について理解する。 

21 ・おいしさと調理の関係に

ついて理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

・うま味について理解し、

五感を使って自分の言葉

で表現することについて

考え、工夫している。 

 

■衛生と安全・環境に配

慮した調理実習の手順と

ポイントを理解し、調理

操作を身につける。 

○衛生と安全、環境に配

慮した調理の流れとポイ

ントを確認し、調理用具

の種類と使い方を知る。 

○きゅうりのいろいろな

切り方について考え、調

理の手順と流れ、注意点

を確認し実習を行う。 

・調理の手順と注意点がわ

かり、衛生と安全に配慮し

た調理について理解して

いる。 

・野菜の切り方の名称につ

いて理解しているととも

に、適切に切ることができ

る。 
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題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

B

衣
食
住
の
生
活
（
食
生
活
） 

 ■生鮮食品の特徴を理解

し、目的に応じた選択・

保存ができる。 

○生鮮食品の特徴と目的

に応じた選択・保存方法

と食中毒の関係を理解す

る。 

 ・生鮮食品の特徴とその表

示の見方について理解し

ている。 

 

 

 

 

・生鮮食品の選択や保存に

ついて問題を見いだして、

課題を設定している。 

・生鮮食品の選択につい

て、課題の解決に主体的に

取り組んでいる。 

 

 

 

 

■肉の調理上の性質を理

解して、肉の調理をする。 

■魚の調理上の性質を理

解して、魚の調理をする。 

■野菜の調理上の性質を

理解して、野菜の調理を

する。 

○衛生的で安全な調理と

見通しをもった調理実習

を行うことを確認し、肉・

魚・野菜の特性を理解し、

それぞれにあった調理方

法を考える。 

・調理の目的や食材に合っ

た取り扱いについて理解

しているとともに、適切に

できる。 

・肉・魚・野菜の調理上の

性質を理解しているとと

もに、適切に調理できる。 

 

 

 

 

 

 

・肉・魚・野菜の調理につ

いて問題を見いだして、課

題を設定している。 

・肉・魚・野菜の調理計画

を考え、工夫している。 

・肉・魚・野菜の調理につ

いて、実践を評価したり、

改善したりしている。 

 

 

 

 

 

・調理実習について工夫し

創造し、実践しようとして

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■加工食品の特徴を理解

し、目的に応じた選択が

できる。 

○身近な加工食品をあ

げ、先に学習した生鮮食

品の表示と比較しなが

ら、加工食品の表示の見

方を確認する。 

・加工食品の特徴や目的に

応じた選択方法を理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・用途に応じた食品の選

択・判断について、工夫し

創造し、実践しようとして

いる。 

 

 

 

 

■地域で生産される食材

の調理を通して、地域の

食文化を理解する。 

○和食の特徴を理解し、

地域の郷土料理を調べ

る。 

・地域で生産される食材の

調理を通して、地域の食文

化を理解している。 

・日常食の調理と地域の食

文化について、課題解決に

向けた一連の活動につい

て考察したことを論理的

に表現している。 

・地域の食材を生かした調

理の計画や実習に意欲的

に取り組み、学んだ知識と

技術の活用について工夫

し創造し、実践しようとし

ている。 

5献立づくり 

(p.166~171) 

■1 日分の献立作成の方

法を理解し、作成するこ

とができる。 

○各食品群の食品を組み

合わせて、栄養バランス

の取れた 1 日分の献立を

考える。 

3 ・1 日分の献立を作成する

方法について理解してい

る。 

・1 日分の献立を作成し、

1 食分の調理の仕方や調理

計画について問題を見い

だして課題を設定してい

る。 

・1 日分の献立を作成し、

課題の解決に主体的に取

り組んだり、ふり返って改

善したりして、生活を工夫

し創造し、実践しようとし

ている。 

6持続可能な

食生活 

(p.172~174) 

■自分たちの食生活を

SDGｓの視点からふり

返り、食生活のあり方に

ついて考える。 

○食品ロスや食料自給率

の課題について理解し、

自分たちができる工夫や

社会の取り組みについて

話し合い、発表する。 

1  ・社会や環境に配慮した食

生活についての課題解決

に向けた一連の活動につ

いて、考察したことを論理

的に表現している。 

・社会や環境に配慮した食

生活を目指して、食事の役

割や栄養、献立、調理など

について、工夫し創造し、

実践しようとしている。 
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【2 年】 

題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

A

家
族
・
家
庭
生
活 

６かかわり合

う地域と家庭

(p.76~81) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家庭生活は地域とのか

かわりで成り立っている

ことを理解する。 

○地域との相互の関わり

で成り立ってることにつ

いて考える。 

 

 

 

 

３ ・地域の人との交流を深め

る、伝統や文化の継承、地

域の安全を守るなど、家庭

生活と地域とのかかわり

について理解している。 

・自分や家族もそれぞれの

活動に関わることで地域

を支えたり、支えられたり

していることを理解して

いる。 

 

・グループや学級全体で、

多くの視点から考えを出

し合い、自分にできるかか

わりについて問題を見い

だして課題を設定してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者など地域の人々と

の関わり方について、課題

の解決に主体的に取り組

もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域に暮らすさまざま

な高齢者について理解す

るとともに、かかわり方

を考える。 

○地域で暮らす高齢者に

ついて考え、特徴を知り、

介助体験を行う。 

 

 

 

 

 

 

・元気に活動し、地域の仕

事を支えている高齢者、手

助けや見守りが必要な高

齢者など地域にはさまざ

まな高齢者がいることを

理解している。 

・高齢者の特徴について知

るとともに、介助体験など

を通して高齢者との関わ

り方について理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■誰もが暮らしやすい地

域のための工夫を理解す

る。 

○誰もが暮らしやすい地

域にするために、災害を

例に工夫を考える。 

 

  

 

 

 

・多様な人々が暮らすこと

を考えながら、誰もが暮ら

しやすい地域にするため

に自分のできることにつ

いての課題解決に主体的

に取り組んでいる。 
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題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

B

衣
食
住
の
生
活
（
衣
生
活
） 

１衣服のはた

らきと手入れ 

(p.184~199) 

■衣服の社会生活上のは

たらきがわかる。 

○小学校で学んだ衣服の

はたらきをふり返り、い

つも着ている衣服につい

て考える。 

○T.P.O とは何か知り、

自分らしく着こなす衣服

を選択する。 

6 ・衣服の社会生活上のはた

らきについて理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・衣服の社会生活上のはた

らきについて、課題解決に

主体的に取り組もうとし

ている。 

・衣服の社会生活上のはた

らきについて工夫し創造

し、実践しようとしてい

る。 

 

■衣服に用いられている

繊維の種類と特徴を理解

する。 

○布やほぐした布を拡大

鏡で観察する。 

○繊維の種類と特徴を理

解する。 

・布が糸で織られているこ

とに気付くとともに、その

織り方にはいろいろな種

類と特徴があることを理

解している。 

 

 

■衣服についた汚れの種

類がわかり、適切な手入

れについて理解する。 

○衣服の着用で起きる変

化や衣服の汚れの種類、

程度を調べる。 

○汚れの性質や衣服の材

質に合った方法で汚れを

落とすことが大切である

ことを知る。 

・衣服につく汚れやしみの

種類と性質について理解

しているとともに、衣服の

材料や汚れ方に応じた方

法で日常着の手入れが適

切にできる。 

 

 

 

 

・衣服の材料や状態に応じ

た手入れについて考え、工

夫している。 

・衣服の手入れについて実

践を評価したり、改善した

りしている。 

・衣服の手入れについての

課題解決に向けた一連の

活動について、考察したこ

とを論理的に表現してい

る。 

 

 

 

 

■取扱い表示の意味を理

解し、適切な手入れの方

法がわかる。 

○実験を見て汚れを落と

すために必要なことを知

り、洗濯について知る。 

・取扱い表示の意味を理解

している。 

・適切な洗濯のしかたと洗

剤の使用の方法について

理解している。 

 

・日常着の手入れや補修に

ついて、工夫し創造し、実

践しようとしている。 

・補修実習について工夫し

創造し、実践しようとして

いる。 

■衣服の素材に合った洗

剤とその適切な量につい

て理解し、洗濯機による

洗濯ができる。 

○手洗いと機械洗濯の違

いについて話し合い、何

をどの洗剤で洗ったらよ

いか考える。 

○汚れの程度や衣服に合

わせた洗濯の方法を考

え、洗濯を実施する。 

・洗濯機の安全で適切な使

い方について理解してい

る。 

・洗濯の方法を理解してい

るとともに、適切にでき

る。 

 

 

 

 

 

■衣服の状況に応じた手

入れのしかたを理解し、

適切に行うことができ

る。 

○衣服を観察し、手入れ

や、衣服の収納・保管、

補修の必要性について考

える。 

○補修の実習を行う。 

・ほころび直し、まつり縫

い、スナップ付けを理解し

ているとともに、適切に実

践できる。 

・アイロンの使い方につい

て理解しているとともに、

適切に設定し、安全に使う

ことができる。 

・衣服の状況に応じた手入

れのしかたについて問題

を見いだして課題を設定

している。 

・衣服を収納・保管する方

法について考え、工夫して

いる。 



教科書にそって、１時間ごとのまとまりを重視し、主体的な学習に取り組み、基礎・基本の定着をめざした指導計画案 

6 

 

題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

B

衣
食
住
の
生
活
（
衣
生
活
） 

２衣服の選択

と着方 

(p.200~209) 

■資源や環境に配慮した

衣服の入手と処分につい

て考え、衣服の計画的な

活用について理解する。 

 

3 ・衣服の計画的な活用の

重要性について、理解し

ている。 

 

 

 

・資源や環境に配慮し、持

続可能な衣生活について

工夫し創造し、実践しよう

としている。 

 

■既製服を選ぶポイント

が分かる。 

○衣服の入手について考

え、発表し合う。 

○環境に配慮した衣服の

活用について学び、既製

服のサイズや表示の意味

について知る。 

■自分らしい着方を工夫

することができる。 

○選択した衣服の理由を

考え、カラーコーディネ

ートについて知る。 

・既製服のサイズや表示

の種類と意味について理

解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・T.P.O に応じた着用や個

性を生かす着用について

問題を見いだして課題を

設定している。 

・衣服の着方や選択につい

て実践を評価したり、改善

したりしている。 

・衣服の着方や選択につい

ての課題解決に向けた一

連の活動について、考察し

たことを論理的に表現し

ている。 

・自分らしい色やデザイン

を選択しようとしたり、友

達の意見を聞いたりして

課題解決に主体的に取り

組もうとしている。 

■和服の文化に関心をも

ち和服の着方を知る。 

○和服について知り、洋

服と比較する。 

・和服の着方を理解して

いる。 

 

 ・和服の着装体験について

工夫し創造し、実践しよう

としている。 

３布を用いた

作品で生活を

演出 

(p.210~225) 

■布を用いて生活を豊か

にするものを考える。 

■製作の手順と要点を調

べ、必要な用具と完成ま

での流れを理解できる。 

○小学校での製作を思い

出し、「生活を豊かにす

る」ことについて話し合

う。 

○製作の流れや用具を調

べ、製作計画を立てる。

○製作するものや手順に

ついて班や全体で発表し

合う。 

■製作に必要な材料や縫

い方、用具の安全な使い

方の理解を図り、その技

能を身に付けるようにす

る。 

■製作の基礎・基本の習

得に主体的に取り組み、

よりよい製作を実践しよ

うとする。 

○製作にあたって必要な

知識・技能は何かについ

て話し合う。 

○ミシンの使い方を確認

したり、ミシンと手縫い

で縫ったものを比較した

りして特徴を捉える。 

6 

・製作するものを決め、デ

ザインを含めた製作計画

を立てることについて理

解しているとともに政策

が適切にできる。 

・ミシンの使い方について

理解しているとともに適

切に扱うことができる。 

・ミシン縫いや手縫いの特

徴を理解している。 

・製作計画について問題を

見いだして課題を設定し

ている。 

・製作計画について考え、

工夫している。 

・製作について実践を評価

したり、改善したりしてい

る。 

・製作についての課題解決

に向けた一連の活動につ

いて、考察したことを論理

的に表現している。 

・製作に関心をもち、課題

解決に向けた一連の活動

を振り返って改善しよう

としている。 

・製作について工夫し創造

し、実践しようとしてい

る。 
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題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

B

衣
食
住
の
生
活
（
衣
生
活
） 

４持続可能な

衣生活 

(p.226~228) 

■資源や環境に配慮した

衣生活を送るために工夫

できることを考える。 

○環境問題や課題解決の

現状を把握し、自分の衣

生活をふり返って課題を

設定する。 

○課題の解決策を構想す

る。 

1  ・資源や環境に配慮する視

点から問題を見いだして

課題を設定し、解決策につ

いて考え、工夫している。 

・課題の解決に主体的に取

り組んだり、生活を工夫し

創造し、実践しようとした

りしている。 

B

衣
食
住
の
生
活
（
住
生
活
） 

１人間にとっ

ての住まい 

(p.234~235) 

■自分ごととして住まい

をとらえ、住まいは生活

を支えていることを理解

する。 

○生活を支える場が住ま

いであることを知り、各

家庭や地域により住まい

で行われる活動の違いに

気づく。 

○地域や国による住まい

の違いを知り、住まいと

はどのようなものか考え

る。 

１ ・住まいの基本的な役割に

は、機能的な面と精神的な

面があることを理解して

いる。 

・住まいは人々のさまざま

な行動を支えていること

を理解している。 

 ・住まいを自分ごととして

とらえ、住まいに関しての

課題解決に主体的に取り

組もうとしている。 

２生活に必要

な住空間 

(p.236~239) 

■家族の住まい方や空間

の使い方を理解する。 

■自身の住まい方の工夫

を考える。 

○生活行為によって住ま

いが３つの空間に分けら

れることを知り、家族人

数や生活行為に合わせた

住まいの広さが必要であ

ることを知る。 

○日本の住まいについて

考え、住まいのはたらき

と心地よさについて意見

を交流する。 

２ ・家族の生活と住空間との

かかわりについて理解し

ている。 

・住まいに必要な空間の使

い方について問題を見い

だして課題を設定してい

る。 

・住まいに必要な空間の使

い方について考え、工夫し

ている。 

・住まいに必要な空間の使

い方について実践を評価

したり、改善したりしてい

る。 

 

３自然ととも

にある住生活 

(p.240~241) 

■家族の住まいの希望を

生かし、住空間の使い方

を考えて工夫することが

できる。 

○住まいはともに住まう

人たちが生活しやすいよ

うに工夫されていること

を知り、課題に取り組む。 

１ ・家族がどのような生活を

重視するのかによって、住

空間の使い方が異なるこ

とを理解している。 

 

 

・家族が心地よく住むため

の工夫について、課題解決

に主体的に取り組もうと

している。 

・家族が心地よく住むため

の工夫について工夫し創

造し、実践しようとしてい

る。 
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題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

■住まいや住まい方は、

気候風土や文化など地域

の特性や生活を反映して

いることを理解する。 

○日本の気候風土に合わ

せた住まいの特徴や自然

とともにある日本の住ま

いや住まい方を考え、現

代の住居に継承していく

よさについて考える。 

 ・住まいや住まい方は、気

候風土に合わせたり、自然

のよさを取り入れたりし

て工夫されていることを

理解している。 

B

衣
食
住
の
生
活
（
住
生
活
） 

４安全で健康

的な住生活 

(p.242~255) 

■家庭内事故の種類と、

その原因を知り、幼児や

高齢者にとっての安全な

住まい方を考える。 

○家庭内事故について、

事故の発生しやすい場所

と安全対策について考え

る。 

４ ・家庭内の事故の種類やそ

の要因と対策としての安

全管理の方法について理

解している。 

・安全で健康な住生活につ

いて、問題を見いだして課

題を設定している。 

・安全で健康な住生活につ

いて考え、工夫している。 

・安全で健康な住生活につ

いて、実践を評価したり、

改善したりしている。 

・安全で健康な住生活につ

いての課題解決に向けた

一連の活動について、考察

したことを論理的に表現

している。 

 

・安全で健康な住生活につ

いて主体的に取り組もう

としている。 

・安全で健康な住生活につ

いて課題解決に向けた一

連の活動を振り返って改

善しようとしている。 

■健康に住まうために、

室内環境の調節方法を理

解する。 

○家族が健康・安全に住

まうための対策を考え

る。 

・安全な室内環境の整え方

について理解している。 

 

 

 

 

■自然災害に備えて、住

まいを安全に整備する必

要とその方法について理

解する。 

○自然災害への備えの工

夫や被害を最小限に抑え

るための住まいの備えに

ついて考える。 

 

■地域のさまざまな災害

に備えて、わたしたちの

防災について考える。 

○災害に備えて、個人や

家族、住民組織等の視点

で防災について考え、ま

とめる。 

・自然災害に備えて、住ま

いを安全に整備する必要

とその方法について理解

している。 

 ５持続可能な

住生活 

(p.256~258) 

■持続可能な社会の実現

に向けて、さまざまな住

まいと住まい方の工夫が

あることを知る。  

○持続可能な住生活のた

めに、課題を見つけ、改

善方法を考える。 

１  ・社会や環境に配慮した住

生活について問題を見い

だして課題を設定してい

る。  

・社会や環境に配慮した住

生活について考え、工夫し

ている。 

・社会や環境に配慮した住

生活について、課題の解決

に主体的に取り組み、工夫

し創造し、実践しようとし

ている。 
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題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

C

消
費
生
活
・
環
境 

１家庭生活と

消費 

(p.264~265) 

■金銭管理のしかた等自

分の消費行動を振り返

り、問題を見いだして、

課題を設定することがで

きる。 

○生産の流れや収入と支

出、計画的な金銭の管理

の必要性等を知り、自分

の消費行動を振り返って

問題を見いだし課題を設

定する。 

 

１ ・消費生活のしくみを理解

している。 

・収入と支出をはかり、金

銭管理の大切さを理解し

ている。 

・金銭の管理のしかた等の

自分の消費行動について

問題を見いだして課題を

設定している。 

 

C

消
費
生
活
・
環
境 

２購入・支払い

と生活情報 

(p.266~273) 

■商品を選択するポイン

トを理解し、比較検討し

ながら、目的に合った商

品を選んで購入すること

ができる。 

○商品を選択するときの

ポイントや、よりよい商

品選択のための情報収集

のしかたについて考え、

自分の考えをまとめる。 

 

３ ・物資・サービスの選択に

必要な情報の収集・整理に

ついて理解しているとと

もに収集・整理が適切にで

きる。 

 

 

 

 

 

 ・自立した消費者として物

資・サービスの選択・購入

などの消費行動について

考え、工夫している。 

・金銭の管理と購入につい

て、課題の解決に主体的に

取り組もうとしている。 

■購入方法や支払い方法

の特徴と問題点や計画的

な金銭管理の必要性につ

いて理解することができ

る。 

■金銭の管理と商品の購

入について課題の解決に

主体的に取り組もうとす

る。 

○さまざまな支払方法に

ついて知り、金銭管理に

ついて考える。 

・購入方法や支払い方法の

特徴や、計画的な金銭管理

の必要性について理解し

ている。 

C

消
費
生
活
・
環
境 

３消費者被害

と消費者の自

立 

(p.274~283) 

■事例を通して、消費者

の権利と責任について理

解することができる。 

○消費者の権利と責任を

果たす「自立した消費者」

の在り方について事例を

通して考える。 

 

３ ・消費者の８つの権利と５

つの責任について理解し

ている。 

 

 

 

 

 

・消費者被害と消費者の自

立について問題を見いだ

して課題を設定している。 

・消費者被害と消費者の自

立について考え、工夫して

いる。 

・消費者被害と消費者の自

立について実践を評価し

たり、改善したりしてい

る。 

・消費者被害と消費者の自

立についての課題解決に

向けた一連の活動につい

て、考察したことを論理的

に表現している。 

・消費者被害の事例につい

て話し合い、課題の解決に

主体的に取り組もうとし

ている。 

 

 

 

 

■消費者被害の現状や背

景について理解する。 

○消費者被害の現状と背

景、悪質商法の内容を知

り、手口と予防方法をま

とめる。 

 

 

・消費者被害の現状と背景

について理解している。 

・悪質商法の手口と予防法

について理解している。 

 

 

 

 

・悪質商法について課題の

解決に主体的に取り組も

うとしている。 

・消費者被害について工夫

し創造し、実践しようとし

ている。 
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題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

■売買契約について問題

発生の原因や対応方法を

含め、理解する。 

○売買契約について知

り、まとめる。 

 

・売買契約の成立と解約に

ついて理解している。 

 

 

 

■消費者を支える支援や

しくみについて理解し、

環境や社会に配慮した消

費行動について考える。 

○権利と責任を果たせる

自立した消費者になるた

めにどのような支援や仕

組みがあるとよいか発表

する。 

○環境や社会に配慮した

消費行動について考え、

発表する。 

・消費者を支える支援やし

くみについて理解してい

る。 

生
活
の
課
題
と
実
践 

生活の課題と

実践 

【課題設定】 

(p.292~303) 

○今まで学習してきた

「家族・家庭生活」「衣食

住の生活」「消費生活・環

境」の中からほかの内容

とも関連させて課題を設

定して、課題解決に向け

て計画を立てる。 

 

１  ・「家族・家庭生活」「衣食

住の生活」「消費生活・環

境」などについて問題を見

いだして課題を設定して

いる。 

・設定した課題について解

決策を考え、工夫してい

る。 

 

・設定した課題について、

課題の解決に主体的に取

り組もうとしている。 
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【3 年】 

題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

生
活
の
課
題
と
実
践 

生活の課題と

実践 

【報告会・評

価】 

(p.292~303) 

○生活の課題と実践の実

践報告を行い、ふり返り

評価する。 

 

1  ・設定した課題について評

価したり、改善したりして

いる。 

・課題解決に向けた一連の

活動について、考察したこ

とを論理的に表現してい

る。 

・設定した課題について、

課題の解決に主体的に取

り組んだり、ふり返って改

善したりして、生活を工夫

し創造し、実践しようとし

ている。 

A

家
族
・
家
庭
生
活 

4 幼児の生活

と家庭 

(p.40~59) 

■自分の成長をふり返

り、幼児期への関心をも

つ。 

○これまでの成長過程で

幼児期を把握し、幼児期

は心身共に大きな成長を

する大事な時期であるこ

とを理解する。 

8 ・幼児期の成長や生活に

は、多くの人に支えられて

きたことを理解している。 

 

・幼児とのかかわり方につ

いて問題を見いだして課

題を設定している。 

 

 

 

 

 

・自分の成長をふり返り、

幼児の学習について、課題

の解決に主体的に取り組

もうとしている。 

■幼児期の心身の発達の

特徴や生活を理解する。 

○幼児と中学生の身体的

な違いを知り、幼児期は

心身ともに著しく発達す

る時期であることを理解

する。 

○幼児の言葉、情緒、認

知、社会性の発達につい

て、具体的な行動の意見

を出し合い、その意味と

発達段階における成長や

変化について考える。 

○幼児の基本的生活習慣

や社会的生活習慣を理解

し、幼児の衣生活・食生

活で工夫していることを

グループで考える。 

 

 

 

 

 

・幼児の身体と心の発達に

ついて理解している。 

・基本的な信頼関係や生活

習慣の内容や生活習慣を

身につける大切さを理解

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼児の発達や生活は家族

や周囲の人々に支えられ

ていることを理解し、その

重要性について考え、工夫

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼児にとっての家族や周

囲のおとなの役割につい

て課題解決に向けた一連

の活動をふり返って改善

しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■幼児にとっての遊びの

意義と子どもが育つ環境

について考える。 

○幼児のころに遊んでい

た遊びや読んでいた絵本

をグループで出し合い、

幼児が遊ぶ理由などを話

し合う。 

○幼児にとってよい遊び

ができるようにするには

どうしたらよいか考え

る。 

○幼児にとって安心・安

全な居場所とはどのよう

な場所か、これまでの学

習をふり返りながらグル

ープで話し合いまとめ

る。 

 

 

 

 

 

・幼児にとっての遊びの意

義について理解している。 

・子どもが育つ環境として

の、家族や周囲のおとなの

役割について理解する。 

 

 

 

 

 

・幼児にとっての遊びにつ

いて問題を見いだして課

題を設定している。 

・幼児にとって安心・安全

な居場所についての課題

解決に向けた一連の活動

について、考察したことを

論理的に表現している。 

 

 

 

 

 

・自分の経験から幼児期の

遊びなどを思い出し、幼児

にとっての遊びについて、

工夫し創造し、実践しよう

としている。 



教科書にそって、１時間ごとのまとまりを重視し、主体的な学習に取り組み、基礎・基本の定着をめざした指導計画案 
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題材名 ■学習課題○学習活動 

時

間

数 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

A

家
族
・
家
庭
生
活 

5 幼児が安心

できるかかわ

り 

(p.60~71) 

■幼児とのふれ合い体験

について自分の課題をも

ち、これまで学んで身に

つけた基礎的・基本的な

知識を活用して幼児とか

かわる。 

○幼児について知りたい

ことや疑問に思うことな

どの自分の課題を見つけ

る。 

○ふれ合う幼児の年齢や

発達の特徴などから、接

し方や話し方、遊び方を

工夫し、安全に配慮しな

がら幼児とのふれ合い体

験を行う。 

○幼児と交流して感じた

ことや考えたことをグル

ープで報告し、まとめる。 

4  

 

 

 

 

・幼児に応じたかかわり方

について理解していると

ともに、適切にできる。 

・幼児とのかかわりについ

て理解しているとともに、

観察したことを整理し、適

切にまとめることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

・幼児とのよりよいかかわ

り方について問題を見い

だして、課題を設定してい

る。 

・幼児とのよりよいかかわ

り方について、実践を評価

したり、改善したりしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼児とのよりよいかかわ

り方を考え、課題の解決に

主体的に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子どもの成長と地域の

つながりについて知り、

地域の中で中学生ができ

ることを考える。 

○地域で子どもを支えて

いる施設の役割などを理

解し、中学生ができるか

かわりについて考える。 

 ・地域での幼児とのかかわ

り方について考え、工夫し

ている。 

 

 

7 持続可能な

家庭生活 

(p.82~84) 

 

■誰もが尊重される家

庭・地域の生活について

課題を見つけ解決策を考

える。 

○家庭生活の学習をふり

返り、SDGｓと家庭生活

のかかわりについて考え

る。 

○誰もが尊重される社会

はどうすれば実現するか

について考え、話し合い、

発表する。 

1  

 

 

 

・家族・家庭・地域につい

ての課題解決に向けた一

連の活動について、考察し

たことを論理的に表現し

ている。 

・これからのよりよい社会

のために、何ができるのか

について工夫し創造し、実

践しようとしている。 

C

消
費
生
活
・
環
境 

４持続可能な

社会に向けて 

(p.284~288) 

■持続可能な社会に向け

て、自分たちができるこ

とを考える。 

○自分の消費生活が環境

に与えている影響につい

て話し合い、自分なりの

解決方法を考える。 

3 ・自分や家族の消費生活が

環境に及ぼす影響につい

て理解している。 

・今までの学習をふり返

り、持続可能な社会に向け

ての取り組みについて考

え、工夫している。 

・持続可能な社会を目指し

て、自分たちができること

を工夫し、実践しようとし

ている。 

 


